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1. まえがき 

近年，ネットワークの進歩により多様なユーザ間でのコ

ミュニケーションを容易にする目的で，自然言語と手話と

の間の自動翻訳が研究されている．また，人体で最も複雑

な骨格を持つ手の正確な識別は，手話翻訳に限らずコンピ

ュータビジョンにおいて重視されている．しかし，現状で

は手話と日本語間のコーパスが不足しており，機械学習に

用いるサンプル数が不十分である． 

この原因として，健聴者における手話理解者が少ないこ

とが挙げられる．一般に，手話習得には多大な労力が必要

であるという問題がある．また，細部の相異しかない単語

群が存在し，その分別は困難である．手話翻訳の実現には，

一般的なカメラ画像から効率的に学習データを構築し，手

話の可読性とコーパス量の両面を向上させる必要がある． 

本研究では，手話翻訳技術の一例として日本語対応手話

の指文字を OpenPose[1] により骨格推定し，対応する文字

へ分類する手法を提案する． 

2. 関連研究 

手話翻訳技術として，デプスセンサなどを利用した特定

単語の翻訳が行われている．しかし，このようなアプロー

チは導入に特殊な環境を要求する場合が多い．一方で画像

のRGB値を直接用いる形式では，背景等のノイズが推定精

度を低下させる． 

一方，OpenPose は映像内の人体の各関節位置の検出と，

それらの適切な接合とを行うことで単一RGB画像から骨格

検出を可能とする手法である．深層学習により身体各部位

間の接合を行うことでボトムアップなリアルタイム処理を

実現している． 

3. 提案手法 

3.1.  静的指文字と動的指文字 

日本語対応手話の指文字は文字を表す際に手のポーズ

だけで表現されるものと動作を伴って初めて意味を成す

ものとの二つに大別できる．そこで，本研究では前者を

静的，後者を動的と定義する．動的指文字の多くは静的

指文字と共通するポーズを動作の起点とする．そのため，

本研究では静的指文字の骨格構造を分類した後，その結

果と一定方向への移動の検出とを組み合わせることで動

的指文字を検出する． 

 

3.2.  概略 

OpenPose によって RGB 画像から関節座標を得ること

で入力のノイズを吸収する．その後，座標を相対化し，

(1)により隣接する関節(xi, 𝑦𝑖)，(xi+1, 𝑦𝑖+1)間の角度情報θi
を得ることでスケール差を吸収する．この値を多重化し

たベクトル X内の各要素Xjについて(2)式によって正規化

した後，SVMに入力することで静的指文字を分類する． 
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(1) 

Xj
norm =

𝑋𝑗 −𝑚𝑖𝑛𝑋

𝑚𝑎𝑥𝑋 −𝑚𝑖𝑛𝑋
 (2) 

 

4. 実験 

被験者を用いて作成したデータセット内の静的指文字を

提案手法により分類した．映像は被験者正面上半身が遮蔽

なく収まり，各文字 60～150 フレーム程度を撮影したもの

である．Leave-One-Out 交差検定での正解率の全文字の平

均を表 1に，1文字ごとの平均 F値，適合率，再現率を図 1

に示す． 

 

表 1 静的指文字の平均正解率 

正解率 0.63633 

 

 
図 1 静的指文字各種別の平均データ 

5. むすび 

本研究ではOpenPoseによる骨格情報から算出した角度ベ

クトルを利用して指文字を分類する手法を提案し，静的指

文字に対して正解率 63.6％を得た． 
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